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本電気設備は800皿mX2,400皿皿逆転式二重分塊圧延機用駆動装置として,設計製作し,富士製鉄

株式会社釜石製作所に納入設置され,現在好調に運転中である.｡本分塊圧延機は生産向上のため,急速

にしてかつひんばんなる加減速,および正道転を行う必要があるので,主電動機はGD2を極力小さく

し,非常最大回転力を定格の278%と大きくし,かつ機械的構造を頑丈i･こし,しかも整流特性が良好な

るよう,設計製作にあたり,十分なる注意を払った｡急速加減速,正逆転はいずれもHTDと制御励磁

機により基本速度40rpmまでは電圧制御で行い40～100rpmまでは界磁制御により行っている｡工場

試験の結果でほ,基本速度から基本速度までの逆転所要時間ほきわめて短く,電動機の最大加速電流が

定格値の77.5%の値で1.1秒という好結果を得た｡また直流側の尖頭負荷が交流側に及ばす影響を少な

くするため,イルグナ変流機により主電動機に電力を供給し,かつ交流入力が規定値以上にならぬよう

磁気増幅器とHTDの併用により誘導電動機をすべり調整器で自動制御している｡

たは 520mmx458mmxl,800mm 量3tの圧延材を

〔Ⅰ〕緒

木設備ほ富士 鉄株式会社釜石製鉄所に設置された

800mmx2,400mm逆転 二重分塊圧延機用駆動装置と

して,設計製作されたもので現在好調に運転中である｡

本圧延設備は大きさ 300mmx240InmX5,000mm,ま

7またほ13パス 延後,長さ15～1.6mの圧延鋼,≡軌条鋼

を生産する｡したがって本駆動設備ほ加減速,正道転を

短時間に行う必要がある｡日立製作所は本設備の計画に

あたり,同様設備の豊富な経験(1)(2)と工場内の電動力応

験設備による榔似実験やアナログ潰算器による自動

第1図 設 備

動 機 一

チ エ ン ス キ ッ ド

入口 ロ ー ラテーブル

入口ワーキングテーブル

入l｣スタンドローラ

30kW

60kW

AC220V 720rpm

AC220V 7201て汀n

60kⅥrx2 AC220V 720rpm

60kW ■AC220V 720rpm

*
日立製作所口立工場

TO｣}R即

TO-DR80

TO-DR80

TO【DR8n

rlう=ロ･一ラテーブル

マニプ レ
ー

タ ご/フト

マニブレークカン･ト

竺竺竺_l.A竺__7竺r竺
60kWx2

(旦_延し
岳~bkW

(2組)

AC220V 720rpm

AC220V 720rprn

TO-DR帥

TO-DR附

TO-DR80



1226 昭和32年11月 日 立 評

第1表 直 流 回 転機一覧表

CEⅦ

主電動機

主p-ノJ用発

電機
主ロ←-ル用発

堅隆興蓼螢__▼
HTD(電圧
制御用)

発虜磯用制御

頻嘩選_____
電流制限負荷

､∴.･､

主電動画布励
磁機

HTD(界磁
電鱒制御用)
HTD(界磁
電流制御用)
制御励磁機

~F
HTDs

3,000HP

1,250kW

(2台)

15kW

3kW

60kW

3kW

EFBL-
S PKK

EFBIL-

SPKK

FCl-SP

FCO-SP

FCO-SP

FCO-SP

FCl-SP

FCO-SP

FCO-SP

=ヒ600V

士40/100rpm

:土600V
600/720rpm

220/450V
l,800rpm

110V l,800rpm

440V l,800rpm

220V l,800rpm

220/450V
l,800rpm

110V l,800rpm

110V l,8001･pm

操作電動機

操作電動機用
HTD

TCO-
SP15

1kWiFCO-SP

イルクーナーセ

ット発電制動
用励嘩機

定義圧励産機

圧下用発電機

艮三下用発電機
電圧制御用
HTD

圧〒荷電電商
電圧制御用H
TD用電動機

15kW

25kW

FClJK18

FCl-K

110V l,200rpm

110V l,800rpm

65kW

(2台)

2kW

(2台)

75HP

FCl-SP

FCl-SP

EFCO-
SP

220V l,200rpm

110V l,200rpm

220/418V
515/1,036rpm

制御系の解析研究(3)を基にして本設備の制御方式と機器

の設計を行っている｡

(i)HTDによる急速励磁方式を採用している｡

(ii)主電動機の過電流を自動的に制限するようにし

ている｡

(iii)主電動機はGD2を権力小さくし 非常最大因

転力を定格回転力の278%と大きくし,かつ機械的

構造を頑丈にし,しかも良好な整流特性を得るよう

設計している｡

(iv)主発電機と主電動機の界磁励磁機には差動直巻

･界磁を設け負債還作用により時定数を小さくしてい

る｡

(Ⅴ)イルブナ変流機の交流入力が規定値以上になら

ぬよう磁気増幅器と HTD により自動制御してい

る｡

(iv)イルグナ変流機は50～,60～両周波数で運転で

き,720rpmの高速機であるので,特に整流特性を

良好ならしめるよう直流発電機を2台に分け,3,000

HP直流 動機の278%の非常最大回転力に電力を

供給できるよう機械的構造を頑丈にしている｡

なお圧下電動機ほAISE600番型の電動機とし,

ワードレオナード~万

ている｡

でHTDにより制御が行われ

〔ⅠⅠ〕電気設備の概要

舞1図は本圧延設備の概略図を示している｡主ロール

第39巻 第11号

イルグナ一変洗顔,主電動機,励磁機セット

第2国 電 気 重 内 部(A)

励磁機,HTDセット,高圧,キューピクル,

主ロール圧下装置用接触器盤

第3図 電 気 室 内 部 (B)

は3,000IiP の直流電動機によって駆動され,イルグナ

変流機によって電力を供給されている｡イルグナ変流機

の構成は1,250kW直流発電機2台と144,000HPrsの蓄

勢輪と3,000HP 機より成っている｡誘導電動

機の二次側は1HPの直流電動機で調整される自動すべ

り調整器で制御している｡圧下装置は 75HPの2台の

直流電動機で駆動され,その電力は 65kW各個直流発

電機によるワードレオナード方式で給供されている｡弟1

表ほこれら直流凹転機の一覧表である｡テーブル,マニ

プレーターなどの補機は巻線型誘導電動機で駆動され,

プラッギング方式により急速な正道転を行っている｡弟

2,3図ほ電気室の内部を示している｡以下これら電気設

備の 細を記 する｡

〔ⅠⅠⅠ〕主電 動 機

本機ほ前述のように850工nI坤×2,400InInLの粗圧延

機主ロール駆動用3,000HP主電動機で,その仕様は弟2
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第4図 3,000HP 主直流電動機

表に示すとおりである｡

弟4図ほ納入後の春機の外観を示すものである｡以~F

本電動機の概要を述べる｡

(り 構 造

(A)電機子:電機子巻線にほ日立式或披巻方式(5)

を採用し,均圧環作用を 梯子導体で併用せしめ,

また電機子巻線と整流子ライザとの接統方法の改善

により,機械的に堅牢で,絶縁作業が容易かつ完全

であり,通風効果もいつそう良好なものとなってい

る｡

主軸,相鉄および電機子鉄心は,非常最大回転力

に耐えるのはもちろん,急激な加減速による振れや

衝撃,相互間の相対運動などが絶対起らないよう,

強固にして十分信掛性のある構造および組立とし

た｡

(B)固定子:継鉄は鋼板熔接構造として磁気的に

となし,また四本のリブを熔接して強度の増大

を図った｡補極および補償巻磯ほ主電流による機械

力発生のために生ずる事故にそなえて砲金製コイル

支持金具で国是した｡

(C)整流子:整流子工作の良否ほ整流特性の決定

要件であるから,十分なシーズニングによるハイパ

ー,ハイマイカの絶無と,整流子片ピッチの不同,

倒れなどをなくするため,加工精度,組立方式など

厳重な作業規格と合理的な生産管理を行った｡

(D)軸受:軸受の給油は強制給油と,主軸に焼飲め

したカラーによる自動給油を併用し,強制給油系統

の事故による給油の途絶に対しても暫時の給油を確

保して軸受の焼損を防止する｡また負荷からくる不

測のスラストを受けるため,直結側軸受に一方向ス

ラスト軸受を設けた｡そのほか,整流子側軸受台と

ベースとの問を絶縁して軸電流防止も考慮した｡

(2)整

介路リアクトノし

′か路抵抗

第5国 分路リアクトル接続法

整流特性向上のため特に考慮した諸点を述べると次の

とおりである｡

(A)整流特性に及ぼす主極磁束のフリンジングの影

響,適正な補極磁束分布を得るため,主極および補

極鉄心先端の形状に対する磁束マッピングによる十

分な検討

(B)補 巻線の効果をいつそう完全なものとするた

めの矧満型(6)の採用

(C)補極および補償巻線の適正の巻数の選定と,禰

極鉄心の磁

L
‖
リ
､
‖
り

密度の低飽和度

した整流子の入念なコニ作

(E)刷子ほ十分その特性を考慮の上,日立製作所製

GH-40B の採用

(F)分流リアクトルによる電流急変

性の改善

このうち特に(F)について

の過渡整流特

明を加える｡

電流急変時にほ,補極磁束は継鉄に生ずる渦電流のた

め負荷電流より時間的遅れを生じ,■このため過渡時の整

流が感化する｡電動機は機械的強度の点から継鉄は積層

鉄心を使用していないため,この傾向はますます大とな

る｡このような影響をなくすため第5図のように補樋お

よび補償巻線I_■j_l路に並列に分路リアクトルを設けた｡定

常状態でほ電機子電流は分路リアクいレ回路で分路さ

れ,補極および補償巻線電流はその分だけ少ない｡たと

えば電流急増の過渡状態では,分路電流はリアクトルの

ため阻止され,補樋および補償巻線にほそれだけ大きな

電流が流れる｡このため分路リアクトル回路の時定数を

適当な値にとっておけば,補樋磁束の時間的遮れを等価

的に補 して,過渡時においても,良整流を確歩するこ

とができる｡ 験の結果ほ,所期の効果を十分発揮でき

ることがわかった｡なおこの分路リアクいレは,分路抵

抗器とともに 動機下部ピット内に設置されている｡

(3)温度上昇と絶縁材料

本横のような急激な過 荷のひんばつする苛酷な使用

条件では,局部過熱そのほかを考慮して,定格出力にお

ける温度上昇限度を低くとり500Cとした｡また絶縁材料

には,日立製作所で研究開発したガラスクロス,マイカ

ガラス,ガラスプレートをアミナール系樹脂で処理した
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第6国 主電動機動作特性 曲 線

F種絶縁(7)を 用し,B程絶縁より約200C高い耐熱特牲

をもたせ,それだけ熱的余裕を有する信頼度の高いもの

となっている｡

(4)動作特性

葬る図は本 動機の動作特性曲観である｡40rpm 以

下すなわち電圧制御範囲では,電圧の大きさおよび方周

を変化して加減速および逆転を行い,この間ほ回転力

53.8t一皿は一定にして電動機才一H力ほ回転数濫比例する｡

第2袈 主 機

主 直 流 電 動 機

単電機子塾,他励,補償巻線付,閉

鎖他力通風,強制給油方式

出力連続:

電 圧

回転数

回転力:

温度上昇

絶 縁

3,000fIP

=ヒ600V

O～±40rpm

電圧制御,定回転力

士40～±100rpm

界磁制御,定出力

常用53.8トm

常用最大125ト汀1

(232%)

非常最大150t-m

(278%)

500C(温度計法)

D種

主l白:流 発 電 機

単電機子型,他励,補償巻線付,

閉鎖他力通風,強制給油方式

出力連続ニ

ー電 圧:

回転数

最大‖力

温度上昇:

絶 縁:

1,250kWx2台

:± 600V

600/720rpn1

278%

50pC(温度計法)

D櫨

第39巻 第11号

第7図 イ ル グ ナ 変 流 機
(右より1,250kWDCG-3,000HP34･IMAFW

-1,250kW DCGの順である)

40～100 rpmの間の速度は電動機界磁調整忙より得ら

れこの間出力ほ3,000HP一定にして,回転力は速度に

逆比例して減少する｡常用最大回転力ほ125t-m,非常

最大回転力は150t一皿で定格回転力の232%およぴ278

%に相当する｡昇磁制御の範囲でほ整流作用ほ困難とな

るため,常用最大および非常最大出力ほ回転増加ととも

をこいくぷん減少し,その割合は曲線に示すとおりであ

る｡

(5)通風冷却設備

主電動機およびイルグナ変流機を合わせて冷却所要

風量ほ 2,620m3/min になる｡冷却風はAAF社製

MultiDutyAutomatic Air Filter で濾過後,丙吸込

型ターボ送風機2台で地下風洞を通じて,それぞれ主電

動機,イルブナ変流儀に送り込み,排気ほ各機器上郡よ

り,風洞を通じて室外へ排出する方式となっている｡

〔ⅠⅤ〕イルグナ変流機

イルグナ変流機の外観ほ弟7図であり,その配列順仔

は右より

粕 誘導電 動機

巻線型,閉鎖他力通風,強制給油.GD望 約155t一皿℡

方式

出力連続

電 圧

回 転 数

周 波 数

極 数

殺大回転力

最大すべり

温度上井:

絶 縁:

3,000HP

3,300V

600/720rpm

50/60～

10

250%

20%(自動すべり

調整器什)

600C(サーチコイ

ル法)

B瞳

最大蓄勢勢力:

約100,000HP-S(50～)

約144,000HP-S(60～)
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第8図 制 御 結 締 図

直流発電腰上駆動用誘導電動機一蓄勢輸一直流発電機

の順である｡これらの仕様の詳細は第2表に示すとおり

である｡

(り1,250kW主i白:流発電機

本機の稲造上の大要は前 の主電動機と重複する瓜も

あるので省略し,特異点のみ働溜滝述べる｡

継鉄ほ電流急変に対する過渡整流惰性を良好にし,ま

た主界磁 束の急激な 化を容易にして制御特性をよく

するため,積層鉄板とした｡第二の点は,比較的低速度

の電動機に比べて高 度となるため,悠流作用は一段と

困難になるので,このような用途に放も適した日立製作

所製三分割刷TGH【40Bを採用し好結果をおさめた｡

第三にほ,急 加減速を行わせる上で,発電機劇磁時定

数の占める影響は大きく,これを極力少なく設計し,励

磁機およびHTD,制御励磁機の制御特性の良性能と相

まって所期の運転性能をあげることができた.｡最後に,

二台の発電機ほ並列に接続されるため,負荷が完全に平

衡するよう,各発電機にそれぞれ和働,差働の直巻々線

を設け,弟8図に示すように交叉接続とし.た｡

(2)3,000日P主三相誘導電動機

その詳細什様は舞1表のとおりで,

っているのほ,電力会社より電力を但

～)と自家発電の場合(60～)の両

50/60へノ両肘1とな

される場合(50

に対して使用可能

し,

1229

とするためである｡

そのため主発電機の電圧制御系は,

50′Vにおいても十分な利得を有し,

60へノでも安定な制御系となるように設

計した｡

また50～単独の化様のものに比べて

機械は若干大きくなる｡

(3)蓄 勢 輪

ゼグメソト鋼板全熔接横 式で,構

造,二L作,材料などに慎重な考慮を払

ってある｡

輪ほカバーでおおい,側面の通

風孔からフアン効果により風を吸い込

み,上邦通風孔より排気する自己冷却

構造となっている｡

(4)始動装置

20kW三相全閉型誘導 動機により

ウォーム歯申,中間歯車を介して駆動

し,イルグナ変流機全体を約3rpmで

回転させるもので,主誘導電動機の

動を助け,また主 発 機整流子面の手

入れに使われる｡変流機を起動すると

きには,この始動装置により3rpmで

回転せしめ,次に主誘導電動機を起動

度が上昇すれば,始動装置における力の伝達方向

の逆転を利Jl=ノて日動的にこの装置を切り離す構造とな

っている｡

〔Ⅴ〕励磁機,HTDおよび制御励磁機

励磁機,HTDおよび子刷御励磁機は次の2セットより

なり,その仕様ほ弟1表に示すとおりである｡

(り

主電主励磁機セット機用励磁機(60kW)一主発電機用励磁機(15

kW)一主誘導発動機発電制動用励磁機(15kW)一定電圧

機(25kW)一駆動用誘導電動機(150HP)

(2)HTDセット

主発 機電圧制御用 HTD(1kW)一主発電機電圧制

御用制御励磁機一主電動機界磁制御用RTD(3kW)一主

電動機界磁制御用制御励磁機一電流制限負荷励磁磯(3

kW)--すべり調整掛目HTD(1kW)一駆動用誘導電動

機(35HP)

上記主圧延機用励磁機セット以外に,圧下電動機用と

して,~F記のセットがある｡

(3)圧下電動機用電動発電機セット

圧下電動機用 電機(65kⅥ7)Ⅶ圧下発電機電圧制御お

よび電流制限用HTD(2kW)一駆動用誘導電動機(200

HP)
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第9国 電圧制御範岡加速曲線

第3図はこれら励磁機セットを示す｡

主電動機および三毒~ミ発`電機川励磁機ほいずれも界磁時定

数を極力少なくなるよう設計され,また差働直巻巻線の

魚鯨還作用により,主電動機および主発電機の界磁時定

数を約tらまで短縮するよう考慮し,速応性の改:善を図つ

た.｡

HTD および制御励磁機ほ,増幅用昭,

全体の制御特性を考慮し,ブロック緑

図によるアナログ電気演算器の解析結

果(b)や,電動力応川果験室での各位研

究結果(3)(4)と対比させながら,その昇

磁巻線の設計を行い十分所期の日的を

適することができた｡

〔ⅤⅠ〕制御方式(3)(4)

(1)主ロールの制御方式

急 加減速,正道転を行うためにほ,

前記のように電動機のGD2を楕ノ｣′ト

さく設計することはもちろんである

が,自動制御方式とそれら各機器の増

幅度,特定数などの適切な設計が必要

である｡したがって設計当初アナログ
演算船によりその制御凛を解析し,工

よお験 び現地調 において,短時

問にして所期の目的を適するよう努め

応性など,

第10国 電圧制御範郡における逆転オシログラム
(ただL最大電動機電流が定格電流の 77.5% の場合)

た｡以下本設備の制御方式について る｡弟8図は制

御緯線図を示している｡

(A)電動機上回路

電動機Mほ2台の発電機 GIG2により電力を給

供されている.J電動機ほ整流改善のため前述のよう

に補樋および補償巻線と並列に分路リアク1リレ抵抗

を接続している.｡また2台の発電機は負荷平衡を行

うため差動(fll)和動(f12)の直巻巻線を設け弟8図

のように交叉接続を行っている｡

(B)発電機電圧制御系

第8図において発電橙 GIG2ほ励磁機GEによ

り肋磁され,この GE は HTD(ユ によ町制御され

る｡主幹制御需のノッチに応じて制御励磁 CE(i

の電圧が変化しこの電圧がセレン整流器を通じて発

電機電圧と比較され,CE-_iの電正が大なるときは

HTD= のf2界磁には電流が流れず,Gの電圧が大

となると両者の電虻差によりf2界磁に電流が流れ負

ん佑‥定数

ご =発電楼の伝達包数

Cf:利権口師ふⅡ礫のイ云漣晶敗

尺:電動機電機子回路の抵抗 吉亀

β:電酎機軸検算慣性能率

β:清算子記買

トけβのイ云漣函数

民力通牒の伝達由租

ダンピングトランスのイ云速由甑

電酎璃軍化回転当り登ノ生す5起竜ロ

第11図■1もJl三 ■制御 系 ブ
ロ ック 挽 回
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饅還回路を形成する｡他方HTDGのfl界磁にGが

定格の数倍の 圧を発生するような大きな定励磁を

与えて,f2界磁の魚鱗還回路が形成されるまで,発

機の界磁を急速励磁するようにしている｡第9図

動機速度を直線的iこ加 する場合の各部の理

論阻椋を示しているが,励磁機電圧が第9図A(d)

加に

と
｢
ノよの りて･こおいて急 に大きく変化

することほいたって困難である二.実際的には理想仙

線に近づけるため電圧が直線的に上昇するように制

御されるが,この場合には第9図Bのようになる.

すなわちHTDGの電圧が弟9図B(e)のように第9

図Aの場合の励磁機の電批と同じになるが,HTD

乙･ま小さい電力でしかも急速に制御することができ,

かつ高い電圧まで飽和しないよう設計されているの

で,近似的に第9図Bの相性は実現できるJこの場

は正敏とならず加 当初と りで山孤を画く

ことになるL,電流も矩形掛こならず同位曲弧を画

くことになる｡ここで電動機の機械的特定数TlTが

小さいほど肘捗披に近づく.-.矩形波の面精と矢際の

電流摘録の最大電流およ 各辺とする粒

形面積との比をゑ山αで示し`;1購卸のよさを示してい

る｢=.ゐ似α=1の場合ほ第9図Aにあたり冥現できザ,

文献に発表された行種オシログラムより許ⅢLた

ゐ(｡｡値は2.2-し1.3となっており木設備の‰αの値･は

1.5である､=.､舞10囲は木.設術の道の基本 度より正

の基本速度までの逆転オシログラムをホす._･またi_:互

ば1芥･述竜･連東
､＼＼＼＼十__

ーコ与冒;

l
-▲一【｢

飢電酌駕通牒
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第12図 界磁制御範即カ口達曲線

第13図 自 動 す べ り 調 整 器

転時間は1.1秒で鼓大加減速電流値は定格電流の77･5

%となっており,弟】1図は電圧~制御系のブロック

税図を示している.｡

(C)電動機界磁鼎閥

第8図において電動機Mの界磁ほ励磁機MEによ

り励磁され,このMEほHTDlIにより制御され

ている(つ 主幹制御器のノッチにはじて制御励磁機

CEM の電比が変化し,この電圧と電動機界磁の直

列抵抗の電圧降~Fとの;仁によって,HTDMのfl界

磁に魚鱗還する｡したがってこの機では制御励磁機

CEMの電圧を変化すると HTDMのfl界磁回路の

抵抗ほ′トさいので大きな電流が流れ,急速励磁する

ことができる｡

第12図ほ電動機う荊妻制御範l

すなわち電動機の

の理想【l11椋を示す｡

加に定
一

をり摘記 ｣フ
ーる場合に昇磁

東の変化は第12図(a)のようになる:ご したがって

の機動
-

■

｢[

は血緑とならず(b)岡のようになる｡

ここで界磁系の飽和を無用すれば励磁機MEの′麗圧

ほ(d)岡のようになり,HTDMほ(e)図のように

なるべきで前述のHTDし;の場合と同様時定数を小

さくし,飽和するまでの電圧を高くするよう設計す

る必要がある.｡

電動機の速度制観は主幹制御闇明勧めの3ノッチ

で電圧制御を,続く3ノッチで昇磁制御を行うよう

にした｡Lかもいかなるノッチの進め〟をしても安

全な運転ができるよう考慮した｡

(D)過電流制限法

急激な加減 を行ったり,尖頭負荷がかかったり

する本設備では過電流を一制限する装置が,安全な

転を行うために必要である｡そのため` 流制限負荷

励磁機LEの電圧を基準とL,それより電動機の補

極および祁償巻線の電圧降下が大となるような負荷

電流が流れると,制御励磁磯CF〔;の電旺を制御し,
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第14図 補機誘導電動機用接触器盤

主発電機電圧を変化して負荷電流を規定値以上にせ

ぬようにしている｡

(E)イルグナ変流機の 導電動機入力制御

誘導電動機IMの二次巻線に接続される自動すべ

り調整器は直流操作電動機 CMsI｣で駆動される｡

CMsLはHTDsLで制御され,そのHTDは磁気増

幅器MAにより励磁される無接点制御方式である｡.

すなわちIMの一次電流を 流器CTで検出し,CT

二次電流を整流舘で整流して磁気増幅器MAの負餞

還巻線を励磁している｡したがってIMの一次電流

が規定値より増大すれば,二次抵抗を大にするよう,

CMHl｣が回りIMの一次電流を規定値に減少せしめ

るのである.｡またIMの起動にあたり日動すべり調

整器の抵抗妓大のとき, 仇月路矧MI 断器を

投入し,同時に前記自動回路を閉路すれば,一次電

流を規定値に保持しながら徐々に加速してゆく自動

制御方式を採用している｡第13図ほ現地に設置さ

れた白動すべり調整器を示している｡

(2)補磯の制御

圧下電動機ほAISE規格612番電動機で専用の65kW

発電機により給電し,HTD による急 励磁と電流制限

方式による垂下特性を与え,急速かつ安全な運転ができ

るようにした｡

ほかのテーブル類およびマニプレータほ誘導電動機を

使用し,急速な正逆転を行うため,プラッギング方式を

用いている｡第14図は交流補機用接触器盤を示してい

る:｡

(3)運転操作

運転室ほ第l図に示すように入口ローラテーブルの真

上に位置し,二人の運転者により入口ローラテーブルよ

り出口ローラテーブル間の運転操作を可能としている｡

第39巻 第11号

第15国 運転室内 部 と 操作机

B者

第16図 足 踏 主 幹 制 御 器

右手､圧下

左手h主ロール

右足一前面ワーキングテーブル

左足一後面ワーキングテーブル

右手一石マニナレータシフトおよび前面カン

ト

左手-んマニケレ一夕シフトおよび後面カン

ト

右足-一人口ローラテーブル

左足一山Uローラテーブル

スタンドローラ は常時主ロールまたはワーキングテー

ブルに辿動運転しており,非常時操作机上の制御器によ

り単独運転できるようiこしている｡またワーキングテー

ブルも主ロールに連動運転ができ,入[=11ロローラテー

ブルもそれぞれ同じ別のワーキングテーブルに連動

できるよう切替開閉轟を模作机上に設けた｡したがって

連動 転を採用すれば,A
,B者とも足踏開閉器をや

めることができる｡第15図ほ運転室内部の写真で,弟

lる図は足踏主幹制御わの写真を示す｡

〔ⅤⅠⅠ〕結

富士

Eコ

鉄株式会社釜石製鉄所に納入した 3,000HP
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イルグナ式電気設備について紹介した｡主ロールおよび

入口ローラテーブルより出口テーブルに至るミル回りの

補機を,二人の運転員の手足で運転授作しているが,主

幹制御号泣のノッチの進め方をいかに進めても安全な運転

ができ,かつ督電動機はノッチの進めに応じて急速な加

減速および正逆転を行っている｡そのためロールと圧下

ほHTDを用い,急 励磁と電流制限方式の採用を行い,

予期の成績を納めることができた｡

本設備の 転調堕にあたり多大の御援助をいただいた

富士製鉄株式会社殿各位に対し多大の感謝をささげる｡
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